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最
近
、
骨
粗
し
ょ
う
　
　
　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
と
し
て
は
、
力

‘

症
が
目
立

つ
よ
う
に
な
　
　
ル
シ
ウ
ム
不
足
が

一
番
で
す
が
、
な
り
や

ｖ

り
ま
し
た
。
全
国
の
統
　
　
す
い
人
と
し
て
は

『
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
　
詢

ヽプヽ 0プ 0ヽプ 1ヽノ 1ヽノヽ
'プ

ヽプヽ り 0ヽブ ,ヽプ Iヽプ りヽ 1ヽノ :ヽプ りヽ |ヽプ ヽ
'プ
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●カルシウムが多く含まれる食品

(Hr食部100g中 //単_位 mg) (四 訂食品成分表より)

保健婦 さんの

ヽヽ 1ヽノ

ヽ
フ

、エン/

広 報

No.401
平成 5年 1月 5日 発行

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-2-1111・ FAX2-1174

▲祖日運 IⅢ筆からの日の出

人□の動き
(12月 1日現在 )

世帯数 2,535(-4)
男  4,018( 6)
女  4,307(-5)

総 数 8,325( 4)

民

健
チエ

康
、1′

"″

ワ
′ ′

計
で
も
６０
歳
代
の
２０
～

３０
％
、

７０
歳
代
２５
～
３０

％
、

８０
歳
代
で
は
約
５０

％
の
人
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、

大
根
に
ス
が
は

い

っ
た
よ

う
に
、
骨
が

ス
カ

ス
カ
に

な
り
、
も
ろ
く
な
る
病
気
で
す
。
こ
の
病

気
が
怖
い
の
は
、
腰
が
曲
が

っ
た
り
、
背

中
や
腰
の
痛
み
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
骨

が
も
ろ
く
な

っ
て
い
る
た
め
に
、
ち
よ
っ

と
こ
ろ
ん
だ
位
で
骨
折
し
た
り
、
骨
折
が

食
事
を
し
て
い
な
い
人
』
、
『
偏
食
し
が
ち

な
人
』
、
『
飲
酒

・
喫
煙
の
習
慣
が
あ
る
人
』

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

骨
を
強
く
す
る
に
は
、
栄
養

の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た

つ
ぷ
り
と

る
事
が
大
切
で

す
。
栄
養
が
偏

っ
た
り
、
酒
、

た
ば
こ
、
食
塩
や
糖
分
の
摂
取
が
多
い
と

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
悪
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
光
に
当
た
る
こ
と
に
よ
リ
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
促
進
さ
れ
、
運
動
す

る
事
に
よ
り
骨
が
強
く
な
り
ま
す
。
晴
れ

新
年
あ
け
誅
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
を
担
当
し
て
三
回
目
の
正

月
を
迎
え
欲
し
た
。
昨
年
思
っ
て

い
て
で
き
な
が
っ
た
こ
と
を
、　
一

つ
で
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
＼
新
年

を
迎
え
＼
気
持
ち
も
新
た
に
頑
張

ろ
う
と
思
い
讀
す
。
▼
第

一
回
大

阿
蘇
絵
画
展
グ
ラ
ン
プ
リ
の
岩
下

昭
生
さ
ん
に
引
き
続
き
＼
昨
年
グ

ラ
ン
プ
リ
Ｅ
輝
や
か
れ
た
＼
熊
本

市
在
住
の
松
浦
桂
子
さ
ん
か
ら
＼

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
作
品

『フ

立
』
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
さ

諫
し
た
。
役
場
総
務
課
の
壁
に
飾

っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、　
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
は
い
が
ど
で
し
よ
う
だ
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

も
と
で
寝
た
き
り
や
、
ボ
ケ
を
招
く
こ
と
　
　
た
日
に
は
、
戸
外
に
出
て
散
歩
し
た
り

に
も
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。
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脱脂粉乳 (国産 )

ご      ま

高 野 豆 腐

油  揚  げ

大  豆 (乾燥 )

干 しえび (皮付 )
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イス桁曇 l覚 ちゃん

(高 森)10・ 26生

後藤 悠布ちゃん

(河 原)10・ 23生

高橋 仁志ちゃん

(高 森)10・ 23生

本11 智貴ちゃん

(矢津田)10・ 30生

li藤 大輔ちゃん

(水野原)10・ 25生

佐藤竜之介ちゃん

11月 受付分)

さんの長男

森)11・ 1

泰千ちゃ

兄)11・ 1

侑 rち ゃ
の
　
　
の

ん
　
　
ん

さ

　

　

さ

俊

子

博

恵

数

美

利

光

森)11・ 15生

喜美ちゃん

森)11・ 14生

千紘ちゃん 竹

穂
さんの長

標さんの長

生

ん

ん
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惨
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●

自
慢
の
味

ぬ
か
み
そ
漬
け

漬
物
は
、
季
節
の
野
菜
を
お
い

し
く
食
べ
る
料
理
の

一
つ
で
す
。

ぬ
か
み
そ
漬
け
は
、
ま
ず
、
ぬ

か
と
塩
水
で

「ぬ
か
床
」
を
作
り

ま
す
。
お
な
べ
に
お
湯
を
沸
か
し
、

塩
を
溶
か
し
て
冷
ま
し
、
塩
水
を

作
り
ま
す
。
塩
の
量
は
好
み
で
す

が
、
ぬ
か

一
キ

ロ
と
水
四
合

（約

〇

・
七
二
リ
ッ
ト
ル
）
に
対
し
、

塩
五
十
グ
ラ
ム
の
割
合
が
標
準
で

す
。ぬ

か
と
塩
水
を
、
お
け
な
ど
の

容
器
に
入
れ
、
手
に
べ
と

つ
か
な

い
程
度
の
固
さ
に
こ
ね
ま
す
。
朝
、

昼
、
夕
の
三
日
、
よ
く
か
き
ま
ぜ

ま
す
。
こ
れ
を

一
週
間
続
け
、
ぬ

か
床
を
作
り
ま
す
。

こ
う
し
て
作

つ
た
ぬ
か
床
に
、

い
き
な
り
野
菜
を
漬
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
最
初
は
大
根
や
自
莱
な

ど
の
切
れ
端
、
く
ず
野
菜
を
木
綿

の
袋
に
入
れ
て
、
三
日
ほ
ど
漬
け

わ
せ
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
に
包
ん
で
容

器
に
入
れ
て
お
く
と
、
独
自
の
風

味
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
容

器
は
、
冷
暗
所
に
置
く
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

ぬ
か
み
そ
漬
け
を
お
い
し
く
食

べ
る
に
は
、

一
に
も

一に
も
手
人

●

の
国
さ
に
な
る
ま
で
、
か
き
混
ぜ

ま
す
。

卵
の
殻
を
数
個
分
砕

い
て
、
布

に
く
る
ん
で
入
れ
て
お
く
と
、
殻

の
成
分
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
ぬ

か
の
乳
酸
に
作
用
し
て
、
酸
味
を

中
和
し
ま
す
。
夏
ミ
カ
ン
や
レ
モ

ン
の
皮
を

一
緒
に
漬
け
る
と
、
酸

味
を
消
し
ま
す
し
、
臭
み
を
と
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。

☆ 仕事は楽 しいですか

今年の 5月 から勤めています。わきあ

いあいで、とても楽しい職場です。きつ

いと思ったことはありません。

☆今、 いちばんや りたいことは

自分で脚本を書きたい。

☆どんな町づ <り を望みますか

高校を卒業して、町内で働く場所が少

ない。もっと働けるところが多いといい

と思 う。

ロフ ィ|■ ル

■勤務先 :コ ンビニエンス ハローズ

■趣 味 :カ ラオケ

■血液型 :明 るい性格のA型

お 知 ら せ

①黒岩 。大戸 ノ回線道路舗装工事 (工期平成 4年

12月 16日 ～平成 5年 3月 25日 )

9,400,000円  開草村道路建設工業

②観光地基盤整備鍋の平外柵工事 (工期平成 4年

12月 16日 ～平成 5年 3月 20日 )

5,650,000円  同後藤建設

昆
布
や
唐
辛
子
が
隠
し
味

て
お
き
ま
す
。
野
菜
か
ら
水
分
が

出
て
、
ぬ
か
床
が
柔
ら
か
く
な
り

落
ち
着
き
ま
す
。

そ
の
後
、
本
格
的
に
野
菜
を
漬

け
ま
す
が
、
自
慢
の
味
を
出
す
に

は
昆
布
、
い
っ
た
煮
干
し
、
唐
辛

子
、　
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
好
み
に
合

れ
が
大
切
―

‐毎
日
必
ず

一
回
は
、

底
か
ら
十
分
に
か
き
回
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
う
す
る
と
、
酵
母
菌
が

空
気
に
触
れ
て
働
き
が
活
発
に
な

り
、
漬
物
が
酸

っ
ぱ
く
な
り
ま
せ

ん
。
ぬ
か
床
が
水

っ
ぱ
く
な

っ
た

ら
ぬ
か
を
補
充
し
、
み
そ
ぐ
ら
い
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高
　
森
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旭
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田

美

香

さ

ん
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|‐日

一制
″餃

は

ら

て

療

か

■

沙

時

時

「
月
‐０
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
１
９

１
月
１５
日
　
立
　
野
　
病
　
院

困
③
０
１
１
１

１
月
１７
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
０
２
０
３
０

「
月
２４
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

盈
⑦
０
０
２
０

１
月
３１
日
　
平
　
田
　
医
　
院

圏
②
０
２
１
６

２
月
７
日
　
馬

原

内

科

医
院

昼
②
０
６
４
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）
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感|■‐‐る 風
か
お
な
郷
づ

‐‐‐‐‐
く

，

高
森
町
ｉ

今
村
一
博
信

●
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
清
々
し
い
新
春
を
ご
家
庭
で
あ
迎
え
の
こ
と

と‐‐ぉ
目
び
申‐●
上
げ
ま
す
●̈
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
一

お
陰
さ
ま
で
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
の
も
と
、
明
る
い
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
ぐ
ヶ
Ｅ
ひ

た
す
ら
努
力
い
た
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
一
　
　
　
　
一一

一
二

昨
年
Ｅ
緑
＜
大
型
台
風
の
襲
来
に
よ
り
ま
し
て
、
多
大
の
被
害
を
菫
け
ら
祝
ま‐‐
し
た
万
々

に
衷
出
よ
り‐‐‐ぉ
肇
舞
い
中
レ

．Ｌ
げ
ま
す
‐。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　

．一

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
も
明
る
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
二

企
業
が
操
業
を
開
始
。
そ
し
て
大
草
原
に
拓
か
れ
た
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
自
然
と
調
和

し
た
産
業
の
振
興
、
文
化
の
薫
り
高
い
個
性
的
な
活
力
あ
る
豊
か
で
健
康
、
そ
レ
．一
華
せ
に
暮
一

ら
せ
る
福
祉
向
上
を
目‐‐
〓
レ
、
向
符
■
啓
、
郷
上
高
森
町
の
発
展
の
た
め
万
難
を‐
排
し
、

南犬‐‐
茅
一

す
べ
＜
決
意
を
新
た
に
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
ｆ
●

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
方
の
ご
多
華
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
格
段
の
お
力
添

え
を
み
ヶ
ま
す
よ
‐‐‐

‐
う‐‐‐
窓
願
申
し
上

‐―ザ‐
意
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

，

　̈
　
　
一
一
一

■
録

|ヽ



¬お 知 ら せ

鰈
圏
―
―
―
―
―
―
―
―
―
∃

５
障
‐
金」

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
午
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１
月
２７
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

法
律

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士

。
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
出

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
２
月
６
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

正

看

護

婦

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

平
成
四
年
度
の
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
人
員
／
正
看
護
婦
　
１
人

■
受
験
資
格
／
昭
和
３９
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
４７
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、
採
用
時
ま
で

に
正
看
護
婦
の
資
格
を
取
得
し
て

い
る
こ
と
。

■
応
募
期
間
／
２
月
１
日

（月
）

か
ら
２
月
１２
日

（金
）
ま
で

■
試
験
の
日
時
及
び
場
所
／
２
月

２２
日

（月
）
、
阿
蘇
広
域
行
政
事
務

組
合

■
申
込
み
及
び
間
い
合
わ
せ
先
／

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

総
務
課

（阿
蘇
郡
阿
蘇
町
大
字
蔵

原
八
八
五
番
地

一
　

８
０
９
６

・

３
４

・
１
１
２
３
）

●
=→女

年
末
年
始
に
か
け
て
は
出
猟
者

も
多
く
な
り
、
狩
猟
事
故
や
法
令

違
反
も
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
事

項
に
注
意
さ
れ
安
全
狩
猟
を
心
掛

け
て
下
さ

い
。

１
　
無
登
録
狩
猟
を
し
な
い
こ
と
。

２
　
鳥
獣
保
護
区
等
で
狩
猟
を
し

な
い
こ
と
。

３
　
日
の
出
及
び
日
の
入
り
後
の

銃
猟
を
行
わ
な
い
こ
と
。

４
　
か
す
み
網
や
危
険
な
ワ
ナ
等

禁
止
猟
具
を
使
用
し
て
狩
猟
し

な
い
こ
と
。

５
　
農
林
産
物
の
損
傷
防
止
に
細

心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
火

気
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

熊
本
県
で
は
、
産
業
開
発
青
年

隊
訓
練
所
の
平
成
五
年
度
隊
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
県
内
に
居
住
す
る

１８
歳
以
上
２５
歳
未
満
の
独
身
男
子

で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者
。

■
募
集
人
員
／
１５
人
程
度

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日

（月
）

か
ら
２
月
１９
日

（土
）

■
試
験
期
日
／
２
月
２５
日

（木
）

■
試
験
場
所
／
熊
本
県
産
業
開
発

青
年
隊
訓
練
所

（下
益
城
郡
城
南

町
沈
目

一
六
六
七
）

■
試
験
科
目
／
学
科
試
験

（数
学

。
国
語

。
作
文
）
及
び
面
接
試
験

■
申
込
み
先
／
熊
本
県
産
業
開
発

青
年
隊
訓
練
所

詳
し
く
は
、
熊
本
県
産
業
開
発

青
年
隊
訓
練
所

（
圏
０
９
６
４

・

２
８

・
６
６
１
１
）
又
は
熊
本
県

土
木
部
監
理
課

（
８
０
９
６

・
３

８
３

・
１
１
１
１
内
線
６
０
１
４
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税

の
確
定

申
告

は

正

し
く

お
早

め

に

平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定

中
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
二
月
十
五

日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落

ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な
か

っ
た

り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
税
務
署
か
ら
指
定

さ
れ
た
相
談
日
な
ど
に
で
き
る
だ

け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
書
は

「申
告

書
の
書
き
か
た
」
や

「所
得
税
の

確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に

し
て
、
昨
年

一
年
間
の
所
得
と
税

額
を
正
し
く
計
算
し
て
記
載
し
、

お
早
め
に
申
告
と
納
税
を
行

っ
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
税
務
署
（
圏

０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１
）

や
税
務
相
談
室

（
８
０
９
６

・
３

５
４

・
８
６
４
２
）
に
お
気
軽
に

■

■

高
森
町
議
会

全

狩

猟

●   ●

一

一

一

・　

　

　

．一

一

．
　

　

　

　

・
一
●

●

■
一 お

た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

‐■|

|      |~     ・

(14)

■

雪の根子岳

国民年金の加入

手続きをしましょう

人生80年代 といわれ、 日本は世

界に例をみないほど高齢化が進ん

でいます .

年をとって収入が得 らiれ な くな

ったときや、障害者になった リー

家の大黒柱を亡くしたとき、その

生活を支えるために年金制度は大

切な役割を持っています。

その中で、国民年金は20歳 以 卜1

60歳未満の,19林漁業・商業などの

1句 営業の方や厚生年金・共済組合

に加入 しているサラリーマン・公

務員などとその奥さんが必ず加入

し、すべての公的年金共通の基礎

年金として皆さんの生活を支えて

います。

老後や思いがけない事故など「も

しも 」のときの備えに、今年20

歳を迎える方をはじめ、就職・転

職・退職・結婚を予定 している方

は、忘れず国民年金の加入手続き

をしましょう。

産
業
開
発
青
年
隊

隊
　
　
　
　
　
員

□曖亀
｀

■

1/18日
(月 )1/25日 (月 )2/5日 (金)時間 9時～15時

■

自
然
と
風
土
を
生
か
し
た
町
づ
０

，

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
・

」
」
与
ク
一打
ナ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
一　
一一一
　
●
一
　
．●

一
昨
年
来
の
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
り
、
国
に
お
い
て
も
総
合
経
済
対
策
を
実
施
さ
れ
ま
一

し
た
。
つ」．‐σ
深
ル
が
不
況
も
少
し
は
上
向
き
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
‐‐ま
す
■
と
の‐
難
計
を
‐‐‐一

自
助
努
力
で
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
社
会
経
一

済
情
勢
変
化
の
煽
り
を
受
け
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
住
民

福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
、
懸
命
の
努
力
を
傾
注
し
て
お
り
、
諸
事
業
の
成
果
も
上
が
り
ま

．レ
．た
。・

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
厚
＜
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

・
自
然
と
風
‐土

を
生
か
し
な
Ш
村
振
興
事
業
も
着
々
と
進
捗
し
て
お
り
ま
す
“
〈フ
衡
、一
由日
商
業

の
振
興
を
始
め
、
教
育
文
化
施
設
、
観
光
開
発
、
高
齢
者
対
策
等
課
題‐‐
が
出
積
し
て
お
リ
ギ
議

一会
も
■
致
団
‐結
し
■
執
行
部
と
一
丸
と
な
り
活
力
と
潤
い
の
あ
る
町
ブ
一く
り
に
最
圭
一の
努
方
を

い
た
す
覚
悟
で
あ
‐り
ま
す
ず
　
　
●
　
　
一
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
・
　

・
　

●
●
・●
●

一
一皆
褥
．か
の
‐さ
は
康
‐‐ど

ご
多
華
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
ぃ
一だ
し
ま
す
。‐●
　
●
．

鏃
ヘ′́
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□ □ □

□

□ □ □ □

□ □
平
成
四
年
度
第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
十
二
月
十
四
日
か
ら
十
九

日
ま
で
、
六
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

△フ
回
の
定
例
会
で
は
、
三
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

の
ほ
か
、
条
例
の
改
正
や
四
年
度

一
般
会
計
に

一
億
八
千
四
百
四
十

三
万
三
千
円
を
追
加
す
る
な
ど
、
十
八
議
案

（議
員
提
出
議
案
四
を

含
む
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●

平
成
三
年
度
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

一
般
会
計
の
歳
入
三
十
八
億
四

千
万
円
、
歳
出

二
十
六
億
六
千
百

万
円
の
決
算
書
を
は
じ
め
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
簡
易
水

道
事
業
、
住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
、

誘
致
工
業
用
地
取
得
及
び
用
地
造

成
事
業
、
鉄
道
経
営
対
策
事
業
基

金
、
農
業
用
水
供
給
事
業
特
別
会

計
の
各
決
算
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
認

定
さ
れ
ま
し
た
ズ
六
～
七
ペ
ー
ジ

に
決
算
状
況
掲
載
）

一
般
会
計
を
中
心
に

二
億
九
千
五
百
万
円
を
補
正

平
成
四
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ

一
億
八
千
四
百
四
十
三
万
三

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
四
十

一
億
九
千
三
百
四

万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
二
千
五
百
八
十
八
万
三

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
七
億
四

千
九
百
三
十
二
万
円
と
、
老
人
保

健
特
別
会
計
予
算
に
六
千
四
百
六

十
五
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
八

億
千
七
百
五
十
六
万
三
千
円
と
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
三
千
六
百
四
十
二
万
三
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
三
億
百
三
十

七
万
五
千
円
と
、
誘
致
工
業
用
地

取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特
別
会

計
予
算
に
八
千
三
百
六
十
四
万
五

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
二
億
二

千
五
百
六
十

一
万
四
千
円
と
、
鉄

道
経
営
対
策
事
業
基
金
特
別
会
計

予
算
に
百
三
十
八
万
八
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
三
千
四
百
九
十

一

万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

■
平
成
三
年
度
高
森
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例

の
提
出
に
つ
い
て

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
に

つ
い
て

■
高
森
町

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

■
高
森
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
鉄
道
経
営

対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
公
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

■
第
五
十
四
回
国
民
体
育
大
会
開

催
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

■
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
九
州
新
幹
線
全
線
整
備
に
関
す

る
決
議
に
つ
い
て

■
米
等
の
市
場
開
放
阻
止
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

0● 000000

議 会 だ よ り

三
年
度
決
算

の
認
定
な
ど

十
八
議
案
を
審
議
可
決

題 「に  じ」

3年

高倉 ちえ さん

題「私たちの学校」

5年

佐伯 友美 さん

担任の永田裕通先生がら…あたたがい本造

校舎の雰囲気とその校舎 |こ対する愛着が感

じられる作品です。色づがいをよ<工夫し

てあり、最後計で丁寧に描いた作品です。

3年度決算などが審議された 12月 定例会

担
任
の
岩
下
佳
代
先
生
が
ら
…
柔
ら
が
な
線
の
中

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
力
強
さ
も
感
じ
ま
す
。
丁

寧
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
作
品
ど
で
き
ま
し
た
。

| 瞳`1機b

や

二
千

サ
回
ハ
燿

す
え

●   ●肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

ま
さ
か
　
秘
書
の
画
策
だ

っ
た
と
は

学
校
五
日
制
　
親
子
で
土
曜
も
て
余
し

未
練
　
爛
瓶
の
尻
叩
か
し
た

ナ
ン
パ
し
て
　
優
等
生
で
す
ま
し
と
る

ま
さ
か
　
無
利
子
の
裏
の
読
め
ん
で
な

困

っ
た
も
ん
　
二
人
留
守
番
さ
せ
た
か
い

痛
快
感
　
全
球
団
の
引
き
ば
か
う

自
由
の
身
　
世
界
漫
遊
す
る
ぞ
嬌

ま
さ
か
　
も

つ
と
拒
む
と
思
う
た
ら

痛
快
感
　
竿

つ
ん
曲
げ
て
お
よ
ぐ
鯛

冬
木
立
音
な
き
音
が
聞
え
き
し

一
本
に
彩
を
尽
く
せ
り
は
ぜ
紅
葉

譲
ら
れ
て
席
の
温
み
や
情
を
知
る

旅
よ
り
の
家
路
は

一
人
冬
の
月

あ
れ
や
こ
れ
思
ひ
残
し
て
納
め
句
座

そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
を
負
ひ
て
去
年
今
年

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南
は
じ
め

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
里
女

岩 熊 浦 岡 松 林 林
下 川 塚 本 野 田

哀 豊 南 琴 笑 一 不
草 泉 天 司 声 声 忘

(13)
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外
地
域
間
交
流
の

時

代

の
基

礎

教

育

は
じ
め
に

去
る
二
月
、
熊
本
市
の
デ
パ
ー

ト
で
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

ｏ
モ
ン

タ
ナ
州
フ
ェ
ア
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
で
、
離
日
前
の
在

福
岡
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事
館
首

席
領
事
の
エ
ヴ

ア
ン
ス

・
Ｊ

・
Ｒ

・
リ
ヴ
ィ
ア
氏
は
次
の
よ
う
な
旨

の
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
た
。
「
こ
れ
か

ら
は
、
国
際
交
流
の
時
代
で
は
な

く
、
地
域
間
交
流
の
時
代
だ
」
と
。

国
際
化
の
う
ね
り
の
中
で
、
政

府
間
の
国
際
会
議
、
さ
ら
に
は
財

界
や
都
市
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
に

よ
る
様
々
な
民
間
国
際
会
議
と
そ

の
交
流
の
気
運
が
ま
す
ま
す
急
で

あ
る
。
だ
が

一
方
で
そ
の
限
界
も

指
摘
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
冷
戦 (1)

●   ●

●   ●

平成 5年度の保育園の入園申込み (中 請)を

受け付けます。入園を希望される方は、入所申

請書に家庭内状況申立書を添付の うえ申し込ん

でください。 (申 請書は児童 1人に 1枚 )

なお、受付 日に申請ができなかった方は、 1

月21日 までに町役場町民福祉課福祉係に申請し

てください。

産業別最低賃金の定められている産業の労働者には、産業別最低賃金が適用されます。

詳 しくは、お近 くの労働基準監督署又は熊本労働基準局賃金課 (096-355-3187)にお問い合

せ下さい。

終
結
と
共
に
、
既
存
の
国
家
間
の

秩
序
対
策
の
み
で
は
、
ど
う
に
も

解
決
し
き
れ
な
い
様
々
な
地
域
問

題
が
噴
出
し
は
じ
め
て
き
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
地
域
問
題

は
、
む
し
ろ
既
存
の
国
家
の
枠
組

や
都
市
の
知
を
越
え
た
、
い
ろ
い

ろ
な
地
域
住
民
相
互
の
自
由
な
地

域
間
交
流
の
時
代

へ
と
道
を
開
い

た
方
が
、
問
題
解
決
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
が
、

今
大
き
な
世
界
の
潮
流
と
な
り
つ

つ
あ
る
。

一
国
民
、　
一
市
民
と
し
て
で
は

な
く
、
ご
く
素
顔
の
ま
ま
の
地
域

ぐ
る
み
の
交
流
。
そ
う
し
た
地
域

に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
海
外
交
流

の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な

っ
て
き
た
。

そ
し
て
そ
れ
に
伴
い
、
地
域
間

交
流
の
目
的
と
意
味
を
ど
こ
に
求

め
る
べ
き
か
が
、
今
大
き
な
課
題

に
も
な

っ
て
き
て
い
る
。

も
と
も
と
地
域
間
交
流
と
は
、

既
存
の
国
際
交
流
の
在
り
方
と
は

大
き
く
意
味
を
異
に
す
る
。
国
家

間
の
交
流
は
既
存
の
国
際
秩
序

ヘ

の
互
い
の

「同
意
」
を
前
提
に
し

て
い
る
し
、
海
外
企
業
活
動
も
国

際
的
に

「同
意
」
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
市
場
を
前
提
に
し
て
い

る
し
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
国
際
的
な

市
民
活
動
と
い
う
の
も
、
様
々
な

「異
議
申
し
立
て
」
の
た
め
の
国

際
的
な

「同
意
」
を
得
よ
う
と
す

る
活
動
で
あ
る
。

だ
が
地
域
間
交
流
と
は
、
互
い

に
生
き
方
も
生
活
様
式
も
全
く
異

な
る
異
文
化
間
の
交
流
で
あ
り
、

決
し
て

「同
意
」
を
得
る
た
め
の

交
流
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
地
域
古
来
の
営
々
た
る
営
み

の
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
さ
を
認
め
合

い
、
そ
こ
か
ら
互
い
の
新
し
い
豊

か
さ
の
可
能
性
を
得
る
こ
と
を
目

標
に
す
る
。

地
域
間
交
流
と
い
う
今
日
の
時
　
ω

代
的
要
請
の
背
景
に
は
、
真
に
地

に
つ
い
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
渇
望
し
は
じ
め
た
人
び
と
の

文
化
観
の
大
き
な
変
化
が
あ
ろ
う
。

「地
域
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
。新

し
い
開
か
れ
た
地
域
社
会
の
形
成

と
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
創
出

の
た
め
に
、今
子
供
た
ち
に
伝
え
る

べ
き
地
域
間
交
流
の
時
代
の
基
礎

教
育
と
は
、す
べ
て
は
こ
の
地
域
教

育
い
か
ん
に
こ
そ
か
か

っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
に
伝
え
る
べ
き

「地
域
」
と
は
な
に
か

本
来

「地
域
」
と
は
、
農
林
漁

業
も
含
め
た

「自
営
業
」
種
の
人

び
と
を
核
と
し
た
生
活
領
域
の
こ

と
で
あ
る
。
「自
営
業
」
と
は
、
所

得
の
た
め
の
労
働
と
家
族
生
活
そ

の
も
の
と
の
間
に
、
は

っ
き
り
し

た
境
界
の
な
い
営
み
の
こ
と
で
あ

る
。
や
り
く
り
次
第
で
は
、
時
間

を
ど
の
よ
う
に
も
運
用
で
き
る
の

で
、
そ
れ
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

形
成
や
、
「地
域
」
活
動
と
い
っ
た

分
野
に
も
多
大
な
能
力
を
発
揮
す

る
。
常
に
質
実
な

「自
足
」
の
観

念
を
も
ち
、
人
的
交
流
に
も
ゆ
と

り
を
示
す
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
ま

た
、
古
く
か
ら
心
豊
か
な
「地
域

コ

ミ

ュ
ニ
テ
イ
」
を
形
成
し
て
き
た
。

武田さんが発表された第 10分科会

み
ん
な

のひ
３
ば

● 2

写 真 を ご希 望 の 方 は .

広 報係 へ ご連絡 下 さ い

高森 。村山

武 田  望 さん (50)

11月 13日 。14日 の両日、佐賀

県で開かれた日本PTA九州ブ
ロック研究大会で、分科会の席

上武田さんが発表された内容か

ら抜粋して、4回 に分けて紹介

させていただきます。

保育園入所申請受付日程

受 付 会 場 受付 目 受 付 時 間 該当保育園

林業総合センター 1月 12日 9:30^v16:00 高森保育園

林業総合センター 1月 13日 9:30～ 16:00 高森、
色見保育園

草 部 出 張 所 1月 14日 9:30^▽ 12:00 草部保育園

草 北 保 育 臓|

1月 14日 14:30´マ16:30 草北保育園

野 尻 出 張 所 1月 18日 10:00ヽ 12:00 野尻保育園

河 原 保 育 園 1月 18日 14:30^´ 16:30 河原保育園

保育園ヘ

入園できるのは
児童の家庭が、次のいずれ

かに該当する場合です。

なお、該当しても、その家

庭の母親以外の人が児童の保

育ができる場合は除かれます。

①母親が家庭の外で働いている場合

②母親が家庭で |」 常の家事以外の仕事をしている場合

③母親が出産前後であった り病気や心身に障害があっ

た りするため、児童の保育ができない場合

※出産の場合は、産前 (6週間)産後 (8週 間)の

人園とな ります。

④家庭に病人や心身に障害のある人がいて、母親がそ

の看護に当たっている場合

⑤火災や風水害、地震などで家を失ったり、家が子l支 損

しているため、その復旧期間保育ができない場合

最 低 賃 金 日  額 時 間 額 効力発生 の ||

産
業
男ll

最
低
貝

金

紡績業、ねん糸製造業、

織物業、靴下製造業

円
4,430

円
554

4年 12月 25日

電気機械器具製造業 4,415 552

自動車 。同附属品製造業、

船舶製造・修理業、

舶用機関製造業

4,730 592

各種商品小売業 4,335 542

熊 本 県 最 低 賃 金 4,092 513 4年 10月 4日

(5)
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円

いのある町づくりに

ヨE億1171万ヨヨロ||

ノヽ
~■

家
庭
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

町

Ｐ

連

研

修

大

会

平
成
四
年
度
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
研
修
大
会
が
十
二
月
五
日
、

草
部
南
部
小
学
校
に
約
二
百
五
十

人
の
保
護
者
が
参
加
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
先
に
佐
賀
県

で
開
か
れ
た
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
究
大
会
で
発
表
さ
れ
た
、
高

森
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
武

田
望
さ
ん
に
九

州
ブ

ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら

感
謝
状
が
、
ま
た
、
山
村
留
学
生

を
受
け
入
れ

て
い
る
車
部
南
部
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
、
県
Ｐ
連
合
会
か
ら

の

表
彰
状
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
後
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン

ビ

ッ
ク
体
操
部
門
で
銀
メ

ダ
ル
を
授
賞
し
た
古
木
と

も
こ
ち
や
ん
を

コ
ー
チ
さ

れ
た
、
中
村
勝
子
先
生
の

講
話
を
き
い
た
後
、
三
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

大
会
テ
ー

マ
で
あ
る
『
今
、

家
庭
に
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
」
や
学
校
週
五
日
制

な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
を
交
換
、
大
会
を
終
え

ま
し
た
。

十
二
月
定
例
議
会
で
平
成
三
年

度
の

一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
三
十
八
億
四
千

万
円
の
収
入
に
対
し
、
三
十
六
億

六
千
百
万
円
の
支
出
で
し
た
。
町

で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
町
税
や

国
か
ら
く
る
地
方
交
付
税
な
ど
を

財
源
に
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
決
算
の
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

本町を一斉にスター トする選手

円   %

町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大
会

本
町
チ
ー
ム
は
５
位
で
第
二
走
者

に
タ
ス
キ
を
渡
し
ま
し
た
が
そ
の

後
、
上
位
チ
ー
ム
を
追

い
上
げ
前

半
を
３
位
で
ゴ
ー
ル
。
後
半
、
４

区
で
佐
藤
修

一
選
手
が
４
人
抜
き

を
し
て
区
問
賞
を
と
る
な
ど
追

い

上
げ
ま
し
た
が
、
６
位
で
ゴ
ー
ル
。

総
合
で
４
時
間
２１
分
４８
秒
の
タ
イ

ム
で
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
大
分
県
の
萩
町

か
ら
も
チ
ー
ム
が
参
加
。
大
会
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

税
∃

車
叩

動

８３

白

３

軽

生
徒
が
自
主
的
に
募
金
活
動

高
森
中
学
校
生
徒
会

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
町
社
会

福
祉
協
議
会

へ
と
十

一
月
二
十
日
、

高
森
中
学
校
の
生
徒
が
町
役
場
を

訪
れ
、
集
め
た
寡
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

共
同
募
金
に
協
力
し
よ
う
と
同

中
学
校
の
生
徒
会
が
自
主
的
に
始

め
た
も
の
で
、　
一
週
間
の
あ
い
だ

学
校
の
校
門
で
生
徒
に
募
金
を
呼

び
掛
け
た
り
、
土
曜
日
の
午
後
は
、

高
森
駅
に
出
向
き

一
般
の
人
に
募

金
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
先
生
方
か
ら
の
募

金
と
合
わ
せ
て
、
四
万
五
千
六
百

十
円
が
集
ま
り
、
町
社
会
福
祉
協
　
ｍ

議
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

圏§圏平成2年度

■■I平成3年度

本
町
チ
ー
ム
総
合
４
位

第
十
六
回
阿
蘇
郡
町
対

抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大
会

が
十
二
月
十
三
日
、
本
町

役
場
を
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー

ル
に
、
阿
蘇
山
を

一
周
す

る

コ
ー
ス

（前
半
８
区
間

３６

・
６
キ

ロ
、
後
半
７
区

間
３６

・
７
キ

ロ
、
総
合
１５

区
間
７３

・
３
キ

ロ
）
で
阿
蘇
郡
内

の
十
二
町
村
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

昨
年
に
引
き
続
き

一
の
宮
町
が
４

時
間
９
分
４５
秒
で
総
合
優
勝
。
２

位
に
は
蘇
陽
町
、
３
位
阿
蘇
町
が

入
賞
し
ま
し
た
。

本
町
役
場
横
を
ス
タ
ー
ト
し
た

第

一
走
者
は
４

・
８
キ

ロ
を
走
り
、

―世帯当たりの納税額 (2,532砒帯)

固定資産税
77,239FI]

町 民 税
94,373円

た ば こ税
34,173,548円

軽自動車税
9,719,400F[]

研修大会で行われた講演会 刊
―
―
―
―
′

町  民

資産税 た ば こ 税
13,497円

)(、

、:`|チ

ノ
ノ
`´

ρ

ン
′/

機 麟

町
の
話
題

話題があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係

(8②llll)

,338円歳出 3

22
1議 会 費

80.269.964

2総 務 費

835,007.561
22 8

10 2
費

“

生

６４

民

７４

44
4衛 生 費

161.500.185

5 農林水産業費

442,700、 968
12 1

6商 工 費

42.359.940

10 8
7土 本 費

396.523,393

8消 防 費

114.816.984
32

13 1
費

０３

育

５４

教

８１

10 災害復旧費

256.748.033
70

費

”

債

７３

公

７６
130

982

62

63

Hl

H2

H3

過去 5年税収推移

億円   1

およ町PTA逹鷲 谷

構成lt
単位億 円

987654321

税収総額

478,413,478円

(6)

238,951.440円
195、 569,090円

社協の職員に募金を手渡す高森中の生徒代表
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し た 人 いσ)

活力と潤

平成三年度決算

●一 般 会 計

歳入 3,840,383,992円

町の民生委員・児童委員

22人に委嘱状を伝達
町の民生委員・児童委員22人 の委嘱状伝達式が12月 16

日、町役場で行われました。同委員は、地域の様々な問

題解決のお世話や、福祉向上のために活躍 されます。各

担当区の委員は表のとお り。

不法に投棄された農業用ビニール

特  別

■国民健康保険

収入………………・………7億 4,129万円

支出………………・………6億 6,607万円

■簡易水道

収入…………………………2億 6,707万円

支出………………・………2億 6,094万円

■住宅新築資金等貸付金

収入 …………………………… 1,031万 円

支出 ………………………………・796万円

■老人保健

収入…………………………6億8,855万円

支出………………・………6億4,310万円

■誘致工業用地取得及び用地造成事業

収入…………………………2億4,755万円

支出…………∵………・……1億 0,959万円

■鉄道経営対策事業基金

収入 …………………………… 4,390万円

支出 ……………………・……・4,240万円

■農業用水供給事業

収入………………・………1億8,121万円

支出………………・………1億2,141万円

〈
不

% 円

●   ●

●   ●

人 件

863,651

23

費

災害復旧費
259,974千 円

7.1%

6%

扶助費
90,455千 F[]

2.5%

積立金 5.9%
維持補修費 2.1%
繰出金 22%
投資・出資金・貸付金 1.3%

(7)

124
税

７８

町

７８

21
2 地方譲与税

79,831,000

05
3 利子割交付金

18,808.000

10
自動車取信
税交付金
37.148.001

49 8
5 地方交付税

1.914,781.000

20
6 分担金及び

負担金
75,668.592

14
7 使用科及び

手数料
54,022.185 ■■■

8 国庫支出金

276.676.280

60
9県 支 出 金

230,652.891

12
10財 産 収 入

48.320.168

00
11寄 付 金

34,000

03
12繰 入 金

10,451,381

46
13繰 越 金

176,163.196

15
14諸 収 入

56.913.821

100 15 口丁   債

382.500.000

単位

05123456r \

氏   名 年齢 担  当  区 電話番号

田 上 徳 雄 70 村    山 2 0680

片 山   守 72 在 2 0320

村 _1111午  」
′‐ 62 L町・天神 2-0066

野 崎 二 三 57 下    町 2-0286

佐 藤 民 夫 63 日召     不日 2-0022

後 藤 嘉津子 63 横   田「 2-0766

荒 牧 弘 子 55 旭    通 2-0283

林 昭 60 冬野・森 。津留 2-1586

楢木野 徳 繁 70 洗川 。大村・中原 2-0650

後 藤 文 明 59 前川 。小倉原 2-1158

山石 下 ヨ ミ子 68 大 字 色 見 2-1218

城  井 義 68 大 字 野 尻 5 0603

甲 斐   新 69 大 字 津 留 5-0045

森   助 郎 68 大 字 河 原 5-0458

野 尻 富美子 69 大 字 尾 下 5 0173

佐 藤 重 信 62 大 字 草 部 4 0965

甲 斐 久 恵 57 大 字 芹 口 4-0743

工 藤 光 高 65 大 字 下 切 4 0650

富 永 頼 秋 55 大 字 菅 山 4-0710

甲 斐 み ち 65 大字永野原 4-0624

二子石 澄 子 62 大 字 中 4-0373

本 田 すゑ子 大字矢津田 4-0502

土   地

颯ヽン
二`

=て
■`■｀ヽ

:.

|`    ■

11,450,961ぽ

建  物

58,613耐

立   木

110,730ぽ

車  両

20台

基  金

‐
::ll::::::;iiii::::lilil:!|:::|:::il:i,::::_

493,992千円

有価証券・出資金

99,783千円

普通建設事業費
943,597千円

25.4%

総経費
3,661,719,3胃

農
業
機
械
は
分
解
し
て

粗

大

ゴ

ミ

収

集

豊
か
な
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
私

た
ち
の

「高
森
町
」
。
し
か
し
、
こ

の
自
然
も

一
部
の
人
た
ち
に
よ
る

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
よ
り
壊
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

山
林
の
谷
間
や
川
の
上
流
に
は
、

家
電
品
や
家
具
類
、
農
業
用
ビ

ニ

ー
ル
の
ゴ
ミ
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
阿
蘇
南
部
四
カ
町

村
で
は
、
平
成
四
年
七
月
か
ら
粗

大
ゴ
ミ
の
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

半
年
間
が
経
過
し
た
こ
れ
ま
で
に

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
自

転
車
、
バ
イ
ク
、
な
ど
が
高
森
町

の
分
で
約
六
十
ト
ン
収
集
さ
れ
、

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
加
え
本
来
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
農
業
機

械
を
収
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
農
業
機
械
を
粗
大
ゴ
ミ

と
し
て
出
す
場
合
は
、
持
て
る
位

の
大
き
さ
に
分
解
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
集
日
以
外
の
日
に
粗

大
ゴ
ミ
を
出
し
た
い
と
き
は
直
接

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
圏
②
０
７

１
９
）
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

直
接
持
ち
込
み
が
で
き
る
の
は
、

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
な

っ
て

い
ま
す
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

不
法
投
棄

の
中
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
の
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
は
、
産
業

廃
棄
物
と
し
て
農
家

の
責
任
で
処

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

粗
大
ゴ
ミ
と
共
に
近
年
増
え
続

け
て
い
る
の
が
、
農
業
用
ビ

ニ
ー

ル
で
す
。　
ハ
ウ
ス
用
ビ

ニ
ー
ル
で

も
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム
の
場

合
は
、
各
農
家
が
責
任
を
も

つ
て

焼
却
し
て
処
分
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
に
つ
い
て

は
農
協
に
処
理
を
依
頼
し
、
河
川

や
山
な
ど
に
絶
対
に
捨
て
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

ゴ
ミ
の
除
去
か
ら
清
掃
、
ま
た
、

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
の
処
置
な

ど
、
無
駄
な
町
の
経
費
を
費
や
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。　
一
人
ひ
と
り

が
心
掛
け
て
、
き
れ
い
な
町
づ
く

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

町内から出された粗大ゴミ

(10)
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９３
年
新
春
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
希
望

元
旦
に
は
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
か
け
が
え
の
な
い
夢
と

希
望
を
お
持
ち
の
こ
と
で
し
よ
う
。
ま
た
、
『気
持
ち
も
新
た

に
、
〈フ
年
こ
そ
は
』
と
意
気
ご
ん
で
あ
ら
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
は
酉
年
。
こ
ね
か
ら
を
担
う
若
い
人
や
地
域
の
た
め

に
尽
＜
し
て
来
ら
れ
た
人
な
ど
、
家
族
を
中
心
に
年
男
、
年

女
の
方
々
に
登
場
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
希
望
を

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
て
、
登
場
し
て
も
ら
つ
た
年
男
、
年
女
の
方
々
に
限
ら

ず
、
皆
さ
ん
の
今
年
の
希
望
は
何
で
し
よ
う
か
。

七
人
家
族
の
内
四
人
が
酉
年
と
い
う
酉
年

一
家
、
高
森
の
阿
部
恭
二
さ
ん

（
３６
）、
育
美

さ
ん

（
３５
）、
洋
子
ち
ゃ
ん

（
綱
）、
ツ
ユ
子
さ
ん

（５９
）
。
健
康
で
明
る
い
家
庭
が

一
番
。

今
年
は
、
仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
勉
強
に
頑
張
り
た
い
と
阿
部
さ
ん

一
家
。
「バ
ス
ケ
ツ
ト

の
正
選
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
意
す
」
と
洋
子
ち
や
ん
。

●   ●

●   ●

の
鬼
塚
正
吉
さ
ん

狂
句
を
さ
れ
て
い

無
ア
」
。

（
５９
）、
サ
チ
子
さ
ん

（
５９
）
夫
婦
。
趣
味
で
肥
後

る
正
吉
さ
ん
。
「狂
句
ひ
ね
っ
て
頭
の
果
＜
る
暇
の

(83)。 「皆と融和を図るために始めた
ゲートボールも、今では健康のため|こ

て
て
石

じ
じ
白

2カ月ばかり入院
Э年は健康 |こ注意
つたい」と河原の
|(35)。

台
風
の
無
い
年
で
あ
れ
ば
」と
、重
華
さ
ん
（
５９
）、
ヒ
サ
エ
さ
ん
（
５９
）、

「昨年は
いました。
仕事に頑張
寿満男さん

工
さ
ん

（
８３
）。
若
い
者

（長
男
夫
婦
）
を
中
心
と
し
た
農
業
経

り

た

い

」

日 の

ん (35)。 今年
ツや仕事 |こ頑

草部南部小学校6年の双子の兄弟、工藤裕介<ん

(11)、 裕二<ん (11)。「合年は中学生、部活では野球

部 |こ入つて頑張りたい」と二人気のあつた希望。

(8)
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